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NY マーケットレポート（2017 年 6 月 8 日） 

 

NY 市場では、ドラギ ECB 総裁が定例会見で大規模な金融緩和策を継続する姿勢を示したことを受けてユーロが下落となり、これにつれてドル

円・クロス円も序盤からやや軟調な動きとなった。その後は、米国債利回りの上昇を背景に、日米の金利差拡大が意識され、円売りが優勢となる

場面もあった。しかし、英国の総選挙の結果などを見極めたいとの様子ムードも広がっており、上値の重い動きが続いた。 

注目されたコミー前 FBI長官の議会証言では、米大統領選の干渉疑惑に関する新たな情報が示されなかったことから、やや反応は限定的となっ

た。また、ECBが政策金利の据え置きと金融政策の現状維持を発表する一方、2019年までのインフレ見通しが下方修正されたことに反応し、上

値の重い動きが続いた。 

そして、英国総選挙の投票締め切りと同時に公表された出口調査では、与党保守党が過半数に達しないとの調査結果を受けて、英ポンドは主要

通貨に対して大きく下落した。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

欧州主要政策金利 0.00％（予想 0.00%・前回 0.00%） 

欧州限界貸出金利 0.25％（予想 0.25%・前回 0.25%） 

欧州中銀預金金利 -0.40％（予想 -0.40%・前回 -0.40%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

20：50 

ECB 声明 

・「金利引き下げを示唆するガイダンスを削除」 

・「金利は長期にわたり現行水準を維持する見込み」 

・「量的緩和は 12 月まで継続、必要に応じて延長」 

 

21：15 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月カナダ住宅着工件数 19.47 万件（予想 20.20 万件・前回 21.35 万件） 

前回発表の 21.41 万件から 21.35 万件に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 24.5 万件（予想 24.0 万件・前回 25.5 万件） 

前回発表の 24.8 万件から 25.5 万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 191.7 万人（予想 192.0 万人・前回 191.9 万人） 

前回発表の 191.5 万件から 191.9 万件に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/06/03・・・245,000・・・-10,000・・・242,000・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/05/27・・・255,000・・・+20,000・・・239,750・・・・1,917,000・・・・1.4％ 

17/05/20・・・235,000・・・ +2,000・・・235,500・・・・1,919,000・・・・1.4％ 

17/05/13・・・233,000・・・ -3,000・・・241,000・・・・1,924,000・・・・1.4％ 

17/05/06・・・236,000・・・ -2,000・・・243,500・・・・1,899,000・・・・1.4％ 

17/04/29・・・238,000・・・-19,000・・・243,000・・・・1,920,000・・・・1.4％ 

17/04/22・・・257,000・・・+14,000・・・242,250・・・・1,979,000・・・・1.4％ 

17/04/15・・・243,000・・・ +9,000・・・242,750・・・・1,987,000・・・・1.4％ 

17/04/08・・・234,000・・・ -1,000・・・247,250・・・・1,978,000・・・・1.4％ 

17/04/01・・・235,000・・・-24,000・・・250,250・・・・2,028,000・・・・1.5％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米失業保険申請件数は、市場予想の 24 万件を上回る前週比-1.0 万件の 24.5 万件となり、3 週ぶりに減少した。申請件数の 4 週移動平

均は、前週比+2250 件の 24.2 万件となった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-0.2 万件の 191.7 万人となり、

2週連続で減少した。受給者総数の 4週移動平均は、前週比-750 人の 191 万 4750 人となり、1974 年 1 月 12 日までの週以来の低水準と

なった。受給者比率は、前週比から変わらず 1.4％だった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.8％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

4 月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 3.9％（予想 3.3%・前回 3.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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21：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギ ECB 総裁 

 

・「成長へのリスク評価を上方修正」 

・「基調的なインフレ圧力は、引き続き低調」 

・「極めて大規模な緩和が必要」 

・「政策委員会で反対の声は聞かなかった」 

 

・「QE(量的緩和)の先行きについて、いつ発表すべきかは議論しなかった」 

・「ガイダンス変更はデフレリスクがなくなったため」 

・「ECB は、必要なら依然として金利を引き下げることも可能」 

 

 

21：35 

 

・「ECB、2017-2019 年の成長見通しを引き上げ」 

・「ECB、2017-2019 年のインフレ予測を下方修正、2019 年は 1.6％」 

 

 
出所：Net Dania 
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22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月メキシコ消費者物価指数(前月比) -0.12％（予想 -0.13%・前回 0.12％） 

5 月メキシコ消費者物価指数(前年比) 6.16％（予想 6.16%・前回 5.82％） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：45 

≪ 要人発言 ≫ 

コミーFBI 前長官 

 

・「記録を残したのはトランプ大統領がうそをつくことを懸念したから」 

・「FBI 在任中、トランプ氏は捜査対象ではなかった」 

・「トランプ大統領はフリン氏の捜査中止を命令しなかった」 

 

・「フリン氏に関する大統領の言葉を指示と受け止めた」 

・「トランプ氏が妨害を試みたかについては、述べる立場にない」 

・「トランプ大統領はロシアについての捜査を止めるよう要請しなかった」 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

ドラギ ECB 総裁は、ユーロ圏の経済見通しに対するリスクは「おおむね均衡している」とし、従来の「リスクは下向き」の文言から変

更した。ただ、インフレはなお抑制されているとも述べた。文言変更は、足元のユーロ圏の回復加速を反映したもので、ECB が大規模

な金融緩和からの出口に向け、地ならしをしていると受け止められる公算が大きい。これに先立ち、ECB は追加利下げの可能性に関す

る文言を削除している。 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 指数は、英総選挙の結果発表を前に買いが手控えられた。一方、独 DAX 指数は、

ECB 総裁が現行の大規模な金融緩和策を継続する姿勢を示したことを受けて、堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

2：55 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁～英オックスフォード大学での講演原稿 

 

・「物価安定目標の達成には、なお距離がある」 

・「すでにデフレではなくなっている」 

・「政策は日本経済を正しい方向に導くもの」 

 

 

3：10 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ氏弁護士 

 

・「大統領は忠誠を期待するとコミー氏に述べていない」 

・「コミー氏は、特権で得た情報をリークしたことを認めた」 

・「大統領は完全に潔白が証明されたと感じている」 

 

 

3：35 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁～英オックスフォード大学での講演 

 

・「量的・質的緩和は狙い通りの効果、企業利益は改善」 

・「日本経済は、今年と来年は 1.5％程度の成長に」 

・「労働市場は引き続き改善へ」 

 

・「個人消費は期待したほど強くない」 

・「為替レートの変動を引き続きモニターしていく」 

・「日銀は為替レートの安定を目的に政策を運営しない」 
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≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 13.70 ドル安の 1オンス＝1279.50 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、ECB がインフレ見通しを下方修正したことからユー ロ安ドル高が進み、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.08 ドル安の 1バレル＝45.64 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、前日発表された米石油統計で原油在庫が予想外に増加したことが引き続き材料視された。ただ、原油生産量の減少を背景に、

買い戻しも入っており、もみ合いの展開が続いた。終値ベースでは、5月上旬以来約 1ヵ月ぶりの安値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、コミーFBI 前長官による議会証言の内容を見極めようと積極的な取引が手控えられ、序盤から小動きの展開が続いた。

その後、堅調な動きが見られたものの、終盤にはマイナス圏に下げる場面もあった。ダウ平均株価は、一時前日比 92 ドル高まで上昇し、

取引時間中の最高値を更新した。ただ、その後は上げ幅を縮小する動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の債券利回りが上昇したことで、日米の金利差が拡大するとの思惑から円売りドル買いが先行し、ドル円・クロ

ス円は堅調な動きとなった。ただ、その後は英国の総選挙の結果などを見極めたいとの様子ムードも広がり、上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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